












































































































































































































































































































１．好戦的－平和的（→） 3.38（1.18） 4.00（1.41） 0.62*
２．現実主義的－理想主義的 3.21（1.10） 3.39（1.15） 0.18
３．女性的－男性的（←） 4.77（1.08） 4.39（0.69） － 0.38+
４．閉鎖的－開放的 4.23（1.73） 4.25（1.16） 0.02
５．まとまりが悪い－まとまりがよい 4.06（1.29） 3.64（1.53） － 0.42
６．信用できない－信用できる 3.70（1.08） 3.42（1.46） － 0.28
７．暗い－明るい 4.75（1.39） 4.50（1.38） － 0.25
８．追随的－自主的（←） 5.17（1.33） 4.44（1.52） － 0.73*
９．遅い－速い 4.68（1.27） 4.61（1.25） － 0.07
10．きたない－きれい 2.88（1.10） 2.58（0.69） － 0.30
11．年老いた－若い 4.17（1.21） 4.17（0.77） 0.00
12．独裁的－民主的 3.25（1.28） 3.44（1.00） 0.19
13．沈滞した－活気に満ちた 5.08（1.60） 5.19（1.31） 0.11




１．模倣的－独創的 3.81（1.54） 3.53（1.18） － 0.28
２．好戦的－平和的（→） 3.71（1.27） 4.36（1.59） 0.65*
３．不道徳的－道徳的 4.00（1.22） 4.33（1.24） 0.33
４．閉鎖的－開放的 4.69（1.46） 4.75（1.20） 0.06
５．信用できない－信用できる 4.21（1.43） 3.92（1.46） － 0.29
６．冷たい－暖かい（→） 4.54（1.64） 5.56（1.23） 1.02**
７．遅い－速い（←） 4.74（1.42） 4.28（1.06） － 0.46+
８．集団主義的－個人主義的（←） 4.44（1.47） 3.64（0.90） － 0.80**
９．きたない－きれい 3.48（1.34） 3.64（1.27） 0.16
10．内気－社交的 5.35（1.18） 5.31（1.09） － 0.04
11．非民主的－民主的 4.15（1.47） 4.19（1.17） 0.04
12．親しみにくい－親しみやすい（→） 4.88（1.27） 5.75（0.94） 0.87**
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６　結び
　はじめに上げた四つの視点からグローバル社会における国際理解力の育成について考察した
結果、以下の知見が得られた。
　第一に、賀川の思想は、日本の伝統文化だけの枠組みの中で形成されたものではなく、彼の
子どもの権利論に見られるように諸外国の人間観を吸収しつつ国際的な視野において構築され
たものであり、その実践は異文化を理解し、そして異文化との対立の中での諸活動であった。
こうして日本の歴史的な人物の思想と活動の背景からグローバル人材の資質を見出したことは
新たなことであり、彼の活動で示される生きる姿勢はグローバル社会でも求められるものであ
ろう。
　第二に、国際社会に通用する人材の育成、グローバル企業に必要とされているグローバル・
コンピテンシーと異文化マネジメントとの育成に求められているのは、知識、技術技能、コミュ
ニケーション、プレゼンテーションだけでなく、そこに関わる人々の異なる文化背景の理解で
あり、その多様性、相違性において人間関係を構築していく資質である。
　第三に、大学教育の国際交流プログラムでは、実際に異文化の学生や人々と交流し、彼らと
共に日常生活を営み、異文化を経験することによって、異文化に対する意識の大きな変化が現
れた。それは、異文化の経験内容がこれまで自己が有していた異文化についての理解とは異な
るという変化である。このことは、学生の声によっても具体的に示されている。学生は、これ
まで自己が有していた理解の枠を超えて、異文化という新たな視点で、異文化を理解する契機
をもつのである。このような海外での交流体験学習の効果が実証的に明らかとなり、このよう
な蓄積はグローバル人材の育成につながるであろう。
　第四に、異文化交流によって相互の文化理解が深まる面が現れるが、同時に異文化理解の限
界も顕在化する。それは、人間の文化性、社会性に根ざしている。それゆえにグローバル社会
においては、自文化からの自己解放と異文化への自己開放を問題にすることが要請される。し
かし、人間の文化的社会的制約性においてその自己解放・自己開放は常に蓋然性に留まるので
ある。したがって、短期間の海外での体験学習の効果は限界があり、文化の多様性と相違性に
おいて人間としての自己の在り方を絶えず吟味し問い続けることが大学教育に求められる。
　本稿の目的は、グローバル社会における国際理解力の育成に関する課題と展望を提示するこ
とにあった。歴史的な端緒、グローバル企業における人材マネジメント、国際交流プログラム
における学生の意識変化と声、そして異文化理解の問題を考察することによってその諸課題を
明らかにした。しかし、グローバリゼーションにおける人間を巡る諸問題は、経験諸科学が提
供する知識のみには容易に解消しえない。それゆえにこそ、大学教育においてはそれらの知識
を基盤として、さらにはそれらの知識をも問題にして絶えず人間性を問い続けていく営みが必
要であろう。
＊本研究は、尚絅学院大学共同研究（「グローバル社会における国際理解力の育成に関する研
究」2013 〜 2014年度）の助成を受けたものである。
